
 
 
 
 
 
 
電力不足が懸念される今夏、節電が大きな話題となっています。とは言え、

家畜は暑熱ストレスを受けると生産性が低下します。電力消費を増やさず、暑

熱対策を工夫して節電の夏を乗り切りましょう！ 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
２２  畜畜舎舎のの輻輻射射熱熱対対策策のの実実施施  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立農林水産技術総合センター

～２０１２年夏～ （養鶏編） 

①  既設の送風ファンの 
節電＆機能回復を行いましょう 

・ファンの点検とベルトの張り直しの実施 

・ファンの羽根の掃除するとは 

風量が回復し節電効果大！ 

・インバータ装置の導入で風量調整と節電を！

約 15％の節電効果!!（H24経産省節電資料より）

②不要な壁、機械などを撤去し、畜舎の風通しを改善しましょう  

風速が 25％ｱｯﾌﾟ!!
（H18鳥取県調査資料より）

送風は斜め下向き一方向

ｲﾝﾊﾞｰﾀで風量調整

１１  既既存存のの暑暑熱熱対対策策のの再再点点検検  

屋根表面
約４２℃  

屋根表面
約３１℃  

石灰乳を塗布
した畜舎屋根隣接の未対策

畜舎 

比較すると･･･。

2011 年 8 月 30 日 PM13 時調査 

①屋根への石灰乳塗布編 

日照で灼けた  
屋根の熱が  
畜舎内に放射  

乳牛舎６０頭の施工例
（屋根面積約７００㎡） 
必要資材 
消石灰  ３６０kg 
白セメント ８０kg 
資材費 約１７千円 

溶けやすく持ちも良い 
「ドロマイト石灰」の活用
が注目されています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  植植物物等等をを使使っったた畜畜舎舎のの日日除除けけ  
①  環境に優しく景観も良い植物を使った日除けが注目されています！ 
②  ゴーヤやヘチマなどの野菜苗を使う方法もありますが、栽培しやすく長期
間利用できる宿根性アサガオ（別名:琉球アサガオなど）がお奨めです。 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最も被害の多いのは梅雨明けの高温期であることから、梅雨明け以前の管理
をやや高温で行い、高温に慣らすことも必要です。また、高温期に入気口側に
屋根から地上 1ｍ位まで黒の寒冷紗を張り、上から水を点滴する方法も効果が
あります。 

４４  ももししもものの時時（（停停電電））にに備備ええるる  

・畜舎の必要電力を事前に把握しておきましょう 
・非常用予備発電機の使用を想定し、屋内配線に必要な設備等を専門業者に
相談しておきましょう 
・給水に電気ポンプを使用している場合は「貯水タンク」を準備しましょう

４０頭乳牛舎での設置事例 

屋根散水の効果 

散水前の屋根裏 
約４４℃  

散水開始 15 分後 
約２７℃  

2011 年 8 月 12 日 PM14 時調査 

散水専用ノズルの設置例
散水用ポンプ ¥100,000 (給水タンク別)
配管 ¥35,000 (耐候パイプ)
散水専用ノズル ¥6,000 (３個)
タイマー ¥9,000 (分単位)
計 ¥150,000

園芸用スプリンクラーの設置例

ホース ¥5,000 (園芸用)
園芸用スプリンクラー ¥6,000 (３個)

計 ¥11,000

灌水チューブの設置例
タイマー ¥5,000 (15分単位)
電磁弁 ¥35,000
灌水チューブ ¥8,000 (100ｍ)
配管 ¥2,000 (塩ビ)
計 ¥50,000

②屋根への散水編 

５５  畜畜種種にに応応じじたた暑暑熱熱対対策策のの工工夫夫（（養養鶏鶏編編）） 

「電力需給のお知らせ」等

の情報に注意して下さい！

・高温期には鶏体からの発熱量を抑えるため、
ウィンドレス鶏舎では昼間照明を切り、鶏の
活動を抑えましょう。また給餌器を日中吊り
上げたり、飼育羽数を少なくすることで、飼
育面積を広げることも効果的です。 
・鶏の体温を下げるには、冷水の給与も効果
的です。給水管の先端に水抜きバルブをつけ
るなど、冷水が給与できるようにしましょう。


